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腎泌尿器外科ロボット支援下手術の事前準備の手順書
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　当院の病床数は602床、手術室13室、2019年度手術件数は7992件、手術部看護師数56名である。

ロボット支援下手術は2019年度104件であり、そのうち腎泌尿器外科は86件であった。手術の事前準

備として、医療材料や薬剤、手術器械の準備、機材の搬入・配置などがある。当院の手術部ではこれ

らを記載した手順書を、共通した書式で作成している。しかし、ロボット支援下手術の事前準備で

は、機材の搬入・配置に関して、不足や配置間違いが多くみられた。理由として、腎泌尿器外科のロ

ボット支援下手術の術式が３種類、アプロ―チ方法が５種類あり、必要な機材・配置が異なること、

ロボット支援下手術を担当する看護師が限られていること、また、機材の配置を示した図表がなかっ

たことが挙げられる。そこで、今までアプロートごとに変更していたベッド位置を１つに固定し、床

にマーキングした。また、機材の配置を指定し、注意点を記載した図表を作成した。さらに、医師や

臨床工学技士とシミュレーションを行い、手術回数を重ねるごとに手順書の修正を繰り返し、最新情

報に更新している。以上のことから、手術部スタッフの共通理解が深まり、統一された事前準備がさ

れている。
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